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Ｖ溝乾田直播栽培における水田からの  

メタン排出量の削減効果  

 
１  背景・目的  

我が国では、カーボンニュートラル実現に向けて「 Ｊ － クレジット制度 ※」 が

導入されている。しかし、農業分野における方法論は限られており、新たな方

法論の策定が求められている。  

そこで、Ｊ － クレジット制度の新規方法論の策定に向け、移植栽培とＶ溝

乾田直播栽培における水田からのメタン排出量を調査し、水稲栽培方法の

違いがメタン排出に及ぼす影響を明らかにする。  
※CO ₂などの温 室効 果 ガスの排出 削減 量や吸 収量 を「 クレジット」 として国 が認 証する制 度  

 

２  技術のポイント  

(1 )  メタン生成菌によるメタンの生成は、土壌が還元した状態で促進され

る。栽培期間中の排出は水田の還元化が進んだ頃から増加し、Ｖ溝

乾田直播栽培は移植栽培より排出量が低く推移する（図 1） 。  

(2 )  積算排出量はＶ溝乾田直播栽培で移植栽培 より 65％削減 される

（図 ２ ） 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

                                  

３  成果の活用と残された問題点  

(1 )  Ｊ － クレジット制度の新規方法論の策定に向けた基礎資料となる。  

(2 )  土壌の酸化還元状態は、前作の栽培体系や土性などの影響を受け

ると考えられる。本試験は、前作にコムギを栽培 した壌土の圃場で実

施した。  

 
問合先：生物資源グループ  TEL 076-257-6911  

担当者：小川瑛里奈、宮下博行、水内友美子  

 
※ 本 研 究 は 、「 農 業 分 野 の Ｊ － クレジット新 規 方 法 論 策 定 推 進 委 託 事 業 」 に よ り 実 施 し た 。  
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図 1 メタ ンフ ラック ス ※ 1 及び 土壌 Eh の 推 移  
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※ 1：フ ラ ッ ク ス は 、時 間・㎡ 当 た り の 発 生 量
を 表 す 。  

※ 2： カ ッ コ 内 の 数 値 は I P C C 第 5 次 報 告 書  
公 表 値 よ り 算 出 し た C O ₂換 算 量 を 示 す 。  

図 ２  積 算排 出量  
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